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ラピートは 9月

に開港された関

西国際空港と大

¨ つ

てい志す

南海電鉄50000系特急電車「 ラピー ト」写真提供・東急車輛製造 (株 )横浜製作所

第 37回神奈川県溶接技術 コンクール開催される

神奈川県及び(社 )日 本溶接協会神奈川県支部共催による、第37回 (平成 6年度)神奈川県溶接技術コン

クールは、平成 6年 7月 8日 (金 )(財 )日 本溶接技術センターに於いて開催されました。

参加者は66名 (ア ーク溶接第 1部22名・同第 2部 5名・半自動溶接第 1部 16名・ 同第 2部 23名 )と 、昨

年並みの参加者となりました。

第 1部の競技は、一昨年・昨年と連続 日本一を獲得 した全国溶接技術競技会の神奈川県の代表選考も

兼ねているため、今年も日本一の栄冠をめざして、神奈川県代表の座を獲得 しようとの意気込みに燃え

て、熱気のうちに展開されました。

また、第 2部の競技には37年続けて来た溶接 コンクールに初めて外国人 (ラ オス国)の参加があり、極

めて優秀な成績で入賞されました。

尚 審査は、外観試験,エ ックス線透過試験,曲げ試験,反則 0不安全行為の各項目について行ない、
8月 8日 に開催された審査会において、慎重に審議され入賞者が決定 しました。

神奈川県知事賞
団体賞・ 個人賞

アーク溶接第 1部第 1位          半自動溶接第 1部第 1位

(株)神戸製鋼所溶接事業部 古里 ―男    (株 )東芝浜川崎工場 菅野 英彰
アーク溶接第 2部第 1位           半自動溶接第 2部第 1位

(株)三興製作所平塚工場  小川 英之    (株 )石森製作所   西  茂樹

上記 4名の方には知事賞の他に個人賞として、(社 )日 本溶接協会神奈川県支部長賞 (優秀賞)

(社 )日 本溶接協会東部地区溶接技術検定委員長賞,(株 )産報賞がそれぞれ贈られました。 (以下

次頁)
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ス賞者全員〔成績順)

●凛
・ア ー ク 溶 接 第 1部 。■縦精■,II■■■鸞
古里一男/(株 )神戸製鋼所溶接事業部,峯尾幸三/三
菱電機 (株)鎌倉製作所,具志恒夫/三菱重工業 (株)横
浜製作所,長内靖/(株)東芝京浜事業所,野崎正/三
菱重工業 (株 )横浜製作所,出□真一/住友重機械工業
(株)追浜造船所,遠藤政之/東日本旅客鉄道 (株)大船
工場,佐藤和夫/住友重機械工業 (株)追浜造船所,小
田忍/富士電機 (株 )エネルギー事業本部,川 ule克彦/
石川島播磨重工業 (株)横浜第一工場

事ユ軌ア ー ク 溶 接 第 2部 碁・ 1・常事■檄椰 彙猟神 摯
小川英之/(株)三興製作所平塚工場 ,

高橋護/(株)青柳製作所

壷 彫 露

表彰式は、 9月 14日 (木 )(財 )日 本溶接技術セン

ターにおいて、関係者多数の出席により開催され

ました。

主催者側から神奈川県工業貿易課長,(社 )日 本
溶接協会神奈川県支部長による表彰が行われ、そ

の後、審査委員長 (神奈川県工業試験所長)に よる

は
・
:半自 動 溶 接 第 1部 ♯♯澪お・ 鮮♯"●“

■

菅野英彰/(株)東芝浜川崎工場,堀合拓夫/(株)東芝
京浜事業所,金子和之/(株)神戸製鋼所溶接事業部 ,

今村義彦/(株)東芝浜川崎工場,高坂武/東急車輛製
造 (株)車両工場,対馬英昭/日立造船 (株)神奈川工場 ,

青木満/住友重機械工業 (株)追浜造船所,望月一男/
富士電機 (株)エネルギー事業本部,安藤二郎/東急車
輛製造 (株)自動車工場,長沢忍/(株)荏原製作所藤沢
工場,田中友明/石川島播磨重工業 (株)横浜第二工場 ,

鈴木信一/東急車輛製造 (株)車両工場

J犠半 自 動 溶 接 第 2部・ ‐・ ‐♯澪■■鶯■|
西茂樹/(株)石森製作所,後藤司/(株)青柳製作所

塚本和夫/大畑工業 (株),岸下尚由/(株)加藤製作所

佐々木雅之/大畑工業 (株 ),本村隆信/(株 )加藤組鉄工

所 ,

ビライマニボン・プンタン/アイダウエルデイング (株)

永田勇二/(株)福嶋鉄工所,片山順作/(株)黒崎鉄工所

江波戸敏彦/(株)石森製作所,清水道明/トルクエ業 (株 )

岩渕正明/(株)芝浦製作所相模工場 ,

野村敏雄/(株)青柳製作所,松谷雅紀/(株 )加藤組鉄工

所

喜び の入賞者 (写真 :事務局 )

平成 6年度(第40口 )

全 国溶接技術競技会  山口県大会
平成 6年度の全国溶接技術競技会は、山口県山口市にある山口職業能力開発促進センター

において、10月 29日 (開会式)030日 (競技会)の 2日 間に渡って開催されます。神奈川県から

は、先に行われた第37回神奈川県溶接技術コンクールにおいて、各第 1部で 1位・ 2位に入

賞 した下記の 4名 が県代表として参加します。神奈川県が、一昨年・昨年に続いて今年も優

勝し、3年連続日本一に向けて全員が実力を遺憾なく発揮されますよう心から声援を送ります。

アーク溶接の部 半自動溶接の部

古里 一男 (株 )神戸製鋼所溶接事業部   菅野 英彰 (株 )東芝浜川崎工場
峯尾 幸三 三菱電機 (株)鎌倉製作所    堀合 拓夫 (株 )東芝京浜事業所



ガスシール ドアーク溶接により薄板の亜鉛メッキ鋼板を溶接 していますが、スパッタが多くピットも

発生 しています。被覆アーク溶接ではそこそこうまくいっていましたが、ひずみが多 く困っています。

何か良いワイヤはありませんか。

(神奈川県 N板 金)

亜鉛メッキ鋼板を大別すると、溶融亜鉛メッキ

鋼板 (目 付量60～600g/m2),電気亜鉛メッキ鋼板

(日 付量10～ 50g/m2)が ぁり、その日付量により

溶融施工が大きく変わります。この日付量が多く

なると作業性の低下・欠陥の発生につながり、

100g/m2を超えるものについては溶接がむずかし

くなります。今回のご質問では亜鉛の日付量が不

明であるため、ここでは100g/m2以下の亜鉛日付

量の溶接についてご説明いたします。

ご質問にありましたように、被覆アーク溶接は

亜鉛に対し、比較的鈍感であることから、一般的

に良く使われていますが、板厚が薄くなると溶接

がむずかしく、ガスシールドアーク溶接を使うこ

とがあります。

ガスシール ドアーク溶接法は、施工的にも楽で

表 1 表面処理鋼板の種類
―亜鉛メッキ鋼板

表面処理鋼板

あり自動化もしやすい反面、いままでのソリッド

ワイヤでは、亜鉛を主体としたガスの発生により

ピット・ プローホールなどが発生 し、アークも乱

れ、スパッタが増大する傾向にあります。

そこで耐ピット性・低スパッタ・ 耐溶落ち性に

優れた “MX-100Z"が あります。このMX-100Z
は従来からあったフラックス入 リワイヤのMX―

100Tの 特長を生か し、さらにフラックス組成の

調整を行ったものであり、薄板 (1.0～3.2t)の 溶

接でその特長が生かせます。 しかし亜鉛 メッキ鋼

板の中にも前述のメッキ鋼板の他に表 1に示すよ

うな種類があり、亜鉛の日付量が100g/m2以下で

あっても溶接を行 う前に作業性,耐 ピット性につ

いて確認をする必要があります。

溶融亜鉛メッキ鋼板 (JIS G 3302)

合金化溶融亜鉛メッキ鋼板

溶融亜鉛―アルミニウム合金メッキ鋼板

電気亜鉛メッキ鋼板 (JIS G 3313)

一
　

一

アルミニウムメッキ鋼板 (JIS G 3314)

ターンメッキ鋼板

ぶりき(JIS G 3303)

TFS(テ ィンフリーズスチール)(」IS G 3315)

銅メッキ鋼板

塗装鋼板
E尿曇雪籠皇曇鶏網
板

((株 )神戸製鋼所・溶接だより技術ガイ ドより転載 )

クイズ ク

1～ 7は 日常普通に使われている外来語ですが、国籍はどれもまちまちです。

イ～ 卜は同じ言葉の英語です。共通する言葉を線で結んで下さい。

1.キ リシタン
2.プ リン
3.カ ルメラ
4.カ ピタン
5.ミ シン
6.ト ロッコ
7.カ ルタ

イ.プディング
□.カード
ハ.トラツク
ニ.ク リスチヤン
ホ.キヤプテン
ヘ.キヤルメラ
ト.マシン

答えはファックスでお寄せ下さい、応募者には

粗品をお送 り致 します。また、原稿を募集 して
います。自社の紹介や、技術関連、簡単な旅の

話・写真・ クイズの問題等お待ちしております。

(社 )日 本溶接協会神奈川県支部
TEL  044--233--8367
FAX  044--246--5265
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原子力分野 における最近の接合技術の

進歩に関する国内シンポジウム

(社 )日 本溶接協会原子力研究委員会では、原子
力産業に携わる研究者、技術者間の技術交流の場
を提供 し、最新情報の交換、現状の把握と今後の

動向に関する討論を目的として、テーマを設定し
た国内シンポジウムを年 2回 (春・秋)開催してお
ります。

今回(第 16回 )は、原子力施設への実際の適用事
例及び特殊接合技術を含めた最近の接合技術開発
状況について情報を提供すると共に、出席者の皆
さん方にも議論していただく場として企画されま
した。参加希望の場合は下記へお問い合わせ下さ
い。

記

期  日  1994年 10月 14日
場 所  東京大学・山上会館
申し込み及び問い合わせ先

(社 )日 本溶接協会 業務部 03-3257-1521

財団法人 日本溶接技術センター(会長

稲垣道夫氏)は 、昭和44年 に発足 して今年
で25年 の節目を迎えることから、これを記

念して来る10月 21日 22日 に渡 り「 日本溶接

技術センター25周 年行事」を挙行 します。

同センターでは大勢の方のご来場を望んで

います。どなたでも結構です。お待ちして

おります。 (入場は無料です )

1.記念式典 (同 センター 5階大講堂 )
10月 21日 (金 )13時 30分～14時50分

同センターに貢献のあった団体と個人
に感謝状または表彰状を送 ります。
1.記念講演 (同 センター 5階大講堂)
10月 21日 (金 )15時～17時

読売新聞論説委員  中村政雄氏
「文明の行方」

川崎重工業 (株 )社長 大庭 浩氏
「物造 りこそ経済発展の原動力」
1.祝賀会 (同 センター 5階大講堂)
10月 21日 (金 )17時 30分～19時

1.創立25周年記念
「 ハィテクウェルディングショー」

(同センター全館展示会場 )
10月 21日 (金 )10時～17時30分

10月 22日 (土 )10時～16時

約30社 が最新の開発製品等を展示 しま

す。

―
マイクロソルダ リング (微細 はんだ付 け )

===技 術検定試験受験準備講習 と検定試験
」IS Z 3851マ イクロソルダリング技術検定における試験方法及び判定基準が、1992年 10月 1日 に制定さ
れました。
これにより(社)日 本溶接協会は、WES 8109-1993・ マイクロソルダリング技術者及びインストラクタの
資格認定基準を制定し、技術者及びインストラクタの指導と育成を推進しており、技術者及びインストラク

タの人材育成が整いつつあります。そこでいよいよオペレータ (作業者)の技術検定試験 (」 IS Z 3851)が 実
施される段階になつて参りました。
(社)日本溶接協会神奈川県支部は、石川県支部につづいて全国では 2番目の講習会と試験を実施すること
にいたしました。
従来の溶接技術とは全く違つた分野への進出ではありますが、会員各社、そして (社)日本溶接協会発展の
ための一つのステップにしたいと思い計画いたしました。各位のご理解とご協力をお願いいたします。尚
詳しい案内 (募集要項)はまだ出来ておりませんので12月頃お送りいたします。

実施予定期日  1995年 2月 2日 (木)3日 (金 )
会    場  (財)日 本溶接技術センター

祝

外国人研修性の初級溶接技能評価試験が実施され

ました。

本紙第 9号にてお知らせしました「溶接技能評価
システム」に基づく初級溶接技能評価試験は、既に

3回 (神奈川県支部扱い)実施されました。
この受験資格者は外国から研修生として入国し、

企業などにより

'年
間研修を受けられた方です。

*実施
1994年 6月 2日  4名  フイリピン      蔦
1994年 8月 22日  1名  中国         ・‐

1994年 9月 5日  6名 タイ


